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先
例
の
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、

～
連
携
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
一
体
化
の
時
代
へ
～

特
定
医
療
法
人
　
祐
愛
会
理
事
長

　

織
田
正
道

い
よ
い
よ
二
〇

一
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
世
界
に
類

を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
、
こ
の
よ

う
に
先
例
の
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に

と
ら
わ
れ
な
い
視
点
や
斬
新
な
発
想
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
常

に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
前
向
き
に
物
事
を
捉
え
、
二
〇

一
一
年

も
皆
さ
ん
と
共
に
、
未
来
に
向
け
て
の
新
た
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

全

）
昨
年
を
振
り
返
っ
て

病
院
に
お
い
て
、
最
も
嬉
し
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
の
は
や

は
り
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
行
う
病
院
機
能
評
価
に
お

い
て
、
亀
田
総
合
病
院

（千
葉
県
）
と
並
び
全
国
で
最
高
評
価

を
受
け
た
こ
と
で
す
。
十
二
月
十
六
日
の
日
本
経
済
新
聞
の
記

事
に
再
度
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
最
高
評
価

を
得
た
病
院
と
し
て
、
全
国
の
病
院
の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（五
七
号
参
照
）

次
い
で
ト
ピ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
、
カ
ピ
オ
ラ
ニ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（米

国

・
ハ
ワ
イ
州
）
と
の
国
際
姉
妹
病
院
の
提
携
で
す
。
こ
の
提

携
を
利
用
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
、
米
国
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（五
八
号
参
照
）。

ま
た
、
昨
年
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
新
た
に
二
名

（合
計
四

名
）
の
看
護
師
候
補
が
我
々
の
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。
医
療

や
介
護
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
最
も
大
切
な
の
が
人
材
で
す
。

少
子
化
が
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
十
年
後
を
見
据
え
、
今
後
も
外

国
か
ら
多
く
の
仲
間
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
作
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

介
護
分
野
で
は
、
「小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
ゆ
う
あ
い
」

が
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
す
で
に
利
用
者
が
二
十
五
名

の
定
員
に
達
し
、
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
脱
施
設

化
の
流
れ
が
加
速
す
る
中
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（二
）
連
携
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
一
体
化
の
時
代
ヘ

さ
て
、
我
々
は
こ
れ
ま
で
は
保
健

（予
防
Ｙ
医
療
・福
祉

（介

護
）
の
各
分
野
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
力
を
入
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
で
の
面
連
携
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
在

宅
医
療
が
進
み
、
介
護
に
お
い
て
も
在
宅
中
重
度
者
へ
の
対
応

が
急
が
れ
る
中
、
二
十
四
時
間
三
六
五
日
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
各
分
野
の
連
携
強
化
だ

け
で
は
十
分
で
な
く
、
更
に
踏
み
込
ん
で
医
療
か
ら
介
護
ま
で

の
多
機
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
統
合
し
、
総
合
的
で
一
体
的
に
提
供

可
能
な
組
織
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、当
グ
ル
ー

プ
内
で
は
組
織
編
成
は
始
ま
っ
て
お
り
、
昨
年
十
二
月
、
病
院

内
の
連
携
セ
ン
タ
ー
に
、
新
た
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
開

設
す
る
と
共
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
病
院
に
併
設
移

転
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
急
性
期
病
床
か
ら
在
宅
医
療

・

介
護
へ
の
、〈
７
ま
で
以
上
に
円
滑
な
移
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
登
録
医
の
先
生
方
と
も
、
情
報
の
一
元
化
、
共

有
化
を
進
め
、
医
療
連
携
を
強
化
し
、
互
い
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
関
係
を
築
く
と
共
に
、医
療
機
関
同
士
も
、
一
体
的
医
療
サ
ー

ビ
ス
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
二
〇

一
一
年
の
グ
ル
ー
プ
方
針
を
示
し
ま
す
。

二
〇

一
一
年
グ
ル
ー
プ
方
針

「超
高
齢
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
の
人
々
が
安
心

し
て
健
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
保
健
。
予
防
。
医
療
・

介
護
の
各
分
野
が

一
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
総
合
ヘ
ル

ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
と
共
に
、
高
齢
者
の
住
ま

い
や
、
生
活
支
援
に
も
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
て
行
き
ま
す
」

◎
保
健

。
予
防
分
野

一
）
人
間
ド
ッ
ク
、
専
門
ド
ッ
ク

（脳
。乳
腺
ド
ッ
ク
）、
二
次
検
診
、

特
定
健
診

。
特
定
保
健
指
導
へ
積
極
的
に
取
り
組
む

一
こ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

（ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
栄
養
教
室
）

の
継
続
を
図
る

一
こ
市
民
向
け
の
公
開
講
座
を
恒
例
化

（隔
月
）
し
、
地
域
へ
の

浸
透
を
図
る

四
）
人
間
ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
受
審

。
認
定
を
目
指
し
、

プ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

◎
医
療
分
野

「地
域
に
安
心
と
信
頼
を
得
る
急
性
期
病
院
と
し
て
、
更
な

る
医
療
の
質
の
向
上
と
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
在
宅

医
療
や
介
護
と
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
ま
す
」

一
）地
域
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り

①
急
性
期
機
能
強
化
に
向
け
て

。
医
師
の
確
保

。
増
員

。
救
急
患
者
受
入
れ
体
制
充
実

（救
急
隊
と
の
連
携
強
化
）

・
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
六
〇
％
利
用
を
目
指
す

・
亜
急
性
期
病
床
の
検
討

。
六
四
列
Ｍ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
、
Ｘ
線
透
視
撮
影
装
置
新
機
種
導
入

②
在
宅
医
療
や
介
護
と
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る

。
組
織
再
編
し
、
連
携
セ
ン
タ
ー
を
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
要
に

。
院
内
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
新
規
入
院
患
者

一
〇
％
増

を
目
指
す

・
医
療
と
介
護

（基
本
）
情
報
を
電
子
化
し
、　
一
元
化
と
共
有

化
を
推
進

③
医
療
の
質
向
上
を
目
指
し
て

。
Ｔ
Ｑ
Ｍ

（日
ｏ
一巴
０
●
当
ｑ
く
日
品
ｏョ
８
し
推
進

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
・
笑
顔
と
挨
拶
の
徹
底

一
こ
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
医
師
業
務
軽
減
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ド
ク
タ
ー
ク
ラ
ー

ク
の
育
成

②
多
様
な
勤
務
形
態
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

③
二
四
時
間
保
育
の
整
備

④
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
を
目
指
す

⑤
人
事
制
度
の
刷
新

（考
課
者
訓
練
の
徹
底
）

⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ー
ス
の
育
成
と
活
用

〓
こ
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（医
療
安
全
、院
内
感
染
防
止
）

の
更
な
る
向
上

四
）
海
外
研
修
の
充
実

．
パ
”０
一ｏ
】”ュ
〓
ｏＯ
一８
一
〇
８
〔９

（
ハ
ワ
イ
）
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
確
立

五
）
未
来
構
想
委
員
会
の
発
足
、
グ
ル
ー
プ
企
画
室
開
設

◎
介
護

。
福
社
分
野

「医
療
と
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
進
め
る
と
共
に
、
認
知

症
ケ
ア
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
た
め
の
住
ま

い
や
生
活
支
援
に
も
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
行
き
ま
す
」

一
）
地
域
に
選
ば
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
て

①
医
療
と
の
基
本
電
子
情
報
の
一
元
化
と
共
有
化
を
推
進

②
個
別
性
を
重
視
し
た
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
介
護
予
防
事
業
の
更
な
る
充
実

④
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
向
上
に
向
け
て
、
「認
知
症
ケ
ア
」
の

教
育
研
修
の
強
化

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

・
笑
顔
と
挨
拶
の
徹
底

一
こ
ス
タ
ッ
フ
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り

①
多
様
な
勤
務
形
態
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

②
子
育
て
支
援

。
介
護
支
援
の
充
実

③
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
時
間
外
勤
務
の
短
縮
を
目
指
す

④
人
事
制
度
の
刷
新

（考
課
者
訓
練
の
徹
底
）

⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
と
活
用

〓
こ
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（転
倒
転
落
防
止
、
院
内
感

染
防
止
）
の
更
な
る
向
上

四
）
各
事
業
所
の
安
定
し
た
運
営

・
重
点
項
目
の
目
標
値
の
達
成
と
評
価

五
）
特
定
施
設
の
円
滑
な
運
営

・
基
本
教
育
の
徹
底

。
年
内

（～
十
二
月
）
ま
で
に
全
室
稼
働
を
目
指
す

工０
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ニ
ヶ
所
開
設
に
向
け
て
万
全
を
期
す

七
）
未
来
構
想
委
員
会
の
発
足
、
法
人
企
画
室
開
設



，
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ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の
展
望

ケ
ア

コ
ー
ト
ゆ
う
あ

い
施
設
長千

々
岩
親
幸

来
年
の
介
護
保
険
報
酬
改
定
に
向
け
厚
労
省
で
検

討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
二
〇
二
五
年

を
見
据
え
た
高
齢
者
の
医
療

・
介
護
の
あ
る
べ
き
姿

が
論
点
と
な
っ
て
お
り
、
「地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い

う
考
え
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
方
の
も
と
で
、
今
年
中
に
は

「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
概
要
が
明

ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
昨
年
新
た
な
施
設
と

し
て
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
と
い
う
の
は
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

一
つ
で
す
。
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
と
は
平
成

一
八
年
の
改
正
に
伴
っ
て
導
入

さ
れ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
、
小
規
模
多
機
能
居
宅

介
護
以
外
に
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
、
地

域
密
着
型
特
定
施
設
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
選
定

は
、
杵
藤
地
区
保
健
福
祉
事
務
所
を
は
じ
め
医
療
、

福
祉
の
有
識
者
、
地
域
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

杵
藤
地
区
で
は
第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画
と
し

て
、
平
成
二

一
年
度
～
二
三
年
度
の
整
備
計
画
が
完

了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
二
三
年
度
末
ま
で
に
、
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
三
二
四
人
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護

一
七
四
人
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
二
五
〇
人
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
五
〇
人
、
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

一
〇
人
の
施
設
整
備

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
の
施
設
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
は
七
月
に
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を
開
設
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
施
設
は
い
わ
ゆ
る
介
護
付
き
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
中
で
は
最
大
規
模
の
施
設
で
す
。

鹿
島
市
は
、
居
住
系
の
サ
ー
ビ
ス
施
設
と
し
て
、

特
養

一
〇
七
人
、
老
健
八
〇
人
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
五
二
人
、
特
定
施
設
二
七
人

（平
成

三
二
年
五
月
現
在
）
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
老
健
八
〇
人
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

一
八
人
、
特
定
施
設
二
七
人
が
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ

で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
す
。
こ
れ
ら
の
居
住
系
施
設

と
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
合
わ
せ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
数
は
杵
藤
地
区
で
は
最
多
と
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
「地
域
包
括
ケ
ア
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
、

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ

て
き
ま
す
。

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
本
体
の
織
田
病
院
と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
そ

し
て
ま
た
地
域
の
医
療

・
介
護
施
設
と
も
よ
り
良
い

連
携
を
保
つ
こ
と
で
、
地
域
の
高
齢
者
の
期
待
に
答

え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↑小規模多機能ホームゆうあい

”
「
”
０

い
う

卿
①
”
〒
】
”
●
●

脳
外
科
　
広
津
辰
美

も
う
ず

っ
と
昔
の
子
供
の
頃
、
”
不
思
議
の
国

の
ア
リ
ス
“
の
ア
ニ
メ
を
見
た
と
き
の
驚
き
を
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。チ
ェ
シ
ャ
猫
の
ニ
タ

ニ
タ
笑
い

が
極
限
ま
で
透
明
に
な

っ
た
後
ふ

っ
と
消
え
、
次

の
瞬
間
に
別
の
場
所

へ
移
動
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
高
校
生
の
時
に
、
英
語
の
授
業
で

“
と
い８

，

三
ｏ
３
８
〔一日
Ｑ
”
が
教
材
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

の
英
語
教
師
が
、
チ
ェ
シ
ャ
猫
の
ニ
タ
ニ
タ
笑
い
の

消
滅
と
復
元
は
、
ル
イ
ス

。
キ
ャ
ロ
ル
が
数
学
の
微

分

・
積
分
を
意
識
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
得

意
げ
に
喋
る
の
を
聞
い
て
い
て
、
無
性
に
む
か
つ
い

た
こ
と
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
画
像
は
手
元
に
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
当
直
医
か
ら
深
夜
に
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
、
「脳
出
血
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」
と
呼
ば
れ
て
診
に
い
く
と
、
実
は
生
理
的

石
灰
化
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
以
前
は
時
々
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
朝
、
病
院
に
到
着
す
る
や
当
直
医

に

Ｃ
Ｔ

読
影
を
依
頼
さ
れ
、
ご
く
少
量
な
が
ら
ク

モ
膜
下
出
血
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
直
医
日

く

「何
と
な
く
気
に
な
っ
た
の
で
入
院
さ
せ
て
お
き

ま
し
た
。
診
断
に
自
信
が
な
か
っ
た
し
、
夜
中
だ

っ

た
の
で
連
絡
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
。
実
際
に
、
神
経

学
を
専
門
と
し
な
い
当
直
医
の
立
場
で
考
え
れ
ば
遠

慮
し
て
し
ま
う
の
も
わ
か
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
画
像
は
簡
単
に
ど
こ
へ
で
も
持

ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、

Ｃ
Ｄ
や

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
で
”
実
際
に
携
帯
し
て
持

ち
出
す

“
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が

（メ
ー
ル
に
添
付

す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
非
常
に
煩
雑
で

す
）
、
最
近
に
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル
通
信
で

”
自
分
の

方
か
ら
診
に
行
く

“
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
技
術
を
普
及
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
が

弓
”
Ｑ
で
す
。

当
院
で
は
、
一Ｆ
Ｏ
を
使
用
し
た
遠
隔
読
影
が
既

に
稼
働
し
て
い
ま
す
。
頭
部

Ｃ
Ｔ

。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
単

純
写
等
の
デ
ー
タ
容
量
が
比
較
的
小
さ
い
画
像
に
つ

い
て
は
、
３
Ｇ
電
話
回
線
で
も

（通
信
速
度
は
や

や
遅
い
で
す
が
）
実
用
レ
ベ
ル
と
思
わ
れ
ま
す
。
腹

部

Ｃ
Ｔ

の
よ
う
な
デ
ー
タ
容
量
の
大
き
い
画
像
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
今
回
割
愛
し
ま
す
が
、
≦
毛
一

ス
ポ
ッ
ト
の
普
及
や
次
世
代
電
話
通
信

・ジ↑

耐
掛
拘
繊
暢
噴
Ｆ
凝
れ
ら‐こ
御
師
婦
写
が

メ
　

チ
ェ
シ
ャ
猫
の
ニ
タ
ニ
タ
笑
い
を
微

貯　一積齢梁
つ言′基̈
「聾鶏懃「も‐こ喝“

膨
げ霧
妻

詢
魏
踊

滋いｒ測綱」↓ｏ一ω許つ瑚獣ジヘ鈍

帥齢嘲数̈
“醐硫びあ詢ｒ齢嘲緩

』江侵餞贅詢鞠で見てきて知
って
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ハ
ワ
イ
視
察
研
修
二
〇
一
〇

耳
鼻
咽
喉
科
　
高
岩

一
貴

ア
メ
リ
カ
の
医
療
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
そ
れ
と
は
全
く
違

う
こ
と
を
先
ず
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
医
療
保
険
は
日
本
の

「国
民
皆
保
険
」
で
は
な
く
て
、

そ
の
殆
ど
は
保
険
会
社
の
任
意
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
各
々

の
保
険
料
に
応
じ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
医
療
費
と
保
険
料
が
高
い
の
で
、
総
人
口
の
六
分
の

一
、
約
四
五
〇
〇
万
人
が
医
療
保
険
未
加
入
で
あ
る
と
い
う

現
実
も
あ
り
ま
す
。
通
常
外
来
は
完
全
予
約
制
な
の
で
、
受

診
拒
否
出
来
な
い
救
急
外
来
に
保
険
未
加
入
患
者
が
殺
到
し
、

診
療
費
未
払
い
に
よ
る
多
額
の
損
益
を
病
院
側
が
被
る
ケ
ー

ス
も
多
発
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

医
師
と
病
院
の
関
係
も
違
い
ま
す
。
日
本
で
は
医
師
は

覇

務
」
か

「開
業
」
し
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
殆

ど
が
開
業
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
病
院
外
来
棟
は
厳
密

に
は
存
在
せ
ず
、
「病
院
が
医
師
個
人
に
賃
貸
す
る
診
療
所
」

の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
優
れ
た
ス
キ
ル

を
持
っ
た
医
師
に
診
療
所
を
提
供
し
て
外
来
患
者
数
が
増
え

れ
ば
、
入
院
手
術
も
増
え
て
病
院
収
益
が
増
し
、
医
師
と
病

院
双
方
に
よ
り
多
く
の
利
益
が
得
ら
れ
る
…
と
い
う
資
本
主

義
的
経
営
を
行
っ
て
い
る
訳
で
す
。

t Pali Momi Medical Center

今
回
の
ハ
ワ
イ
研
修
は
、
昨
年
と
同
様
ア
ン
デ
ィ
ー

・
ニ

ノ
ミ
ヤ
氏

（
ハ
ワ
イ
在
住
の
日
系

一
世
、
病
院
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
）
に
各
施
設
の
案
内
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
訪
間

視
察
を
通
じ
て
感
じ
た
事
は
、
費
用
の
無
駄
を
出
来
る
限
り

カ
ッ
ト
し
な
が
ら
も
効
果
的
な
医
療
を
目
指
し
て
い
る
点
が

際
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
貧
富
の
差
が
そ
の
ま
ま
医

療
サ
ー
ビ
ス
に
も
直
結
す
る
現
実
が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
っ

た
。冒

〓
８
Ｌ
〓
ζ
邑

，
コ
円
¨
織
田
病
院
と
今
年
姉
妹

提
携
し
た
総
合
病
院
で
院
内
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
ぼ

０
，
こ５
と
ぃ
ぅ
パ
０
７
●

ハ
ワ
イ
テ
レ
ビ
局
な
ど
に
も
出
演
す

る
有
名
な
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
だ
っ
た
。
病
院
宣
伝
活
動
の
為

の
よ
り
効
果
的
な
人
選
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
記
す
べ
き
は

Ｅ
Ｒ
で
、
ハ
ワ
イ
州
二
位
の
救
急
患
者
数
受
入
れ
を
可
能
に

し
て
い
る
急
性
期
専
門
病
院
ら
し
く
、
ド
ク
タ
ー
を
頂
点
と

し
た
ト
リ
ア
ー
ジ
チ
ー
ム
が
効
果
的
に
機
能
し
て
お
り
、
病

状
の
緊
急
性
を
即
座
に
判
断
し
て
専
門
科
に
引
き
継
ぐ
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も

Ｃ
Ｔ
検
査
室
内
の

壁

一
面
や
天
丼
、
カ
ー
テ
ン
に
ま
で
木
々
の
緑
や
空
の
雲
の

写
真
が
プ
リ
ン
ト
し
て
あ
っ
て
緊
張
し
が
ち
な
患
者
さ
ん
を

少
し
で
も
癒
す
心
配
り
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は

入
り
口
廊
下
か
ら
室
内
に
至
る
壁
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
子
供

の
無
邪
気
に
遊
ぶ
パ
ネ
ル
写
真
が
飾
っ
て
あ
り
常
に
緊
張
を

強
い
ら
れ
る

Ｉ
Ｃ
Ｕ
ス
タ
ッ
フ
に
少
し
で
も
働
き
や
す
い
環

境
を
作
る
た
め
の
配
慮
だ
と
の
事
で
、
織
田
病
院
で
も
出
来

る
配
慮
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

８
八
ｙ
芦
ｏ
¨
カ
ピ
オ
ラ
ニ
婦
人
科
専
門
セ
ン
タ
ー
は
パ
リ

モ
ミ
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
料
理
教
室

・
ヨ

ガ
教
室
等
を
定
期
的
に
催
す
こ
と
で
施
設
訪
間
を
促
進
し
て
、

併
せ
て
婦
人
病
早
期
発
見
の
為
の
啓
蒙
と
年
代
別
婦
人
病
検

診
を
行
っ
て
い
る
。
予
防
医
学
に
重
点
を
置
く
の
は
今
後
の

日
本
で
も
必
要
で
あ
ろ
う
事
か
ら
、
参
考
に
な
る
と
思
う
。

∽
Ｅ
喧
８
６
Ｒ
〓
壼
巴

¨
ハ
ワ
イ
大
学
医
学
部
付
屋
壼
い
近

く
の
モ
ー
ル
内
に
あ
る

「日
帰
り
手
術
専
門
病
院
」。
入
院
を

必
要
と
し
な
い
低
侵
襲
手
術
は
こ
の
よ
う
な
病
院
で
行
わ
れ

る
。
耳
鼻
科
で
も
日
帰
り
可
能
な
手
術
は
沢
山
あ
る
の
だ
が

日
お
″
き
き
日
ド
熙
ヨ
ロ
８
■
Ｓ
一
Ｒ
暉
る
ェ
ッ
く出

¨
リ
ハ
ビ

リ
専
門
病
院
。
ア
メ
リ
カ
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
行
政
補
助
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
訪
間
時
も

ベ
ッ
ド
稼
働
率
が
悪
く
な
っ
て
い
る
印
象
だ
っ
た
。
し
か
し

各
病
室
と
リ
ハ
ビ
リ
室
を
同
階
に
置
い
た
り
、
Ｐ
Ｔ
。
Ｏ
Ｔ
。

Ｓ
Ｔ
も
各
病
棟
専
属
に
し
た
り
と
ス
ム
ー
ズ
な
リ
ハ
ビ
リ
処

置
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
の
は
参
考
に
な
る
、
と
は

原
崎
師
長
と
土
丼
課
長
の
弁
。

９
ｃ
げ
ぃ
？

¨
５。
歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
し
た
軽
負
荷
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
、
入
会
金
五
十
ド
ル
と
月
会
費
四
十
ド

ル
で
利
用
可
能
な
施
設
で
あ
っ
た
。
織
田
病
院
で
も
高
齢
者

の
体
力
増
進
の
為
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。

泰
壼
静

ｚ
Ｌ
¨
こ
の
施
設
は

一
言
で
い
え
ば
、
「
即
日
転

棟
可
能
な
医
療
介
護
型
病
床
付
き
の
高
級
老
人
ホ
ー
ム
」
で

あ
る
。
老
人
ホ
ー
ム
と
い
っ
て
も
入
居
棟
は
ま
る
で

一
流
ホ

テ
ル
で
食
堂
も
レ
ス
ト
ラ
ン
風
。
プ
ー
ル
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
、
映
画
試
写
室
も
完
備
、
地
下
に
は
駐
車
場
も
あ

っ

て
、
こ
こ
か
ら
普
通
に
通
勤
す
る
入
居
者
も
沢
山
い
る
と
の

事
だ
っ
た
。
但
し
入
居
す
る
に
は
預
託
金
が
六
千
万
円
、
月

六
十
万
円
～
百
万
円
の
家
賃
が
必
要

二
員
倫
層
対
象
で
あ
る
。

実
際
の
外
来
や
手
術
な
ど
を
見
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

総
論
的
見
学
と
し
て
は
少
な
い
時
間
な
が
ら
充
実
し
た
三
日

間
で
あ
っ
た
。
今
後
、
織
田
病
院
と
パ
リ
モ
ミ
病
院
で
の
病

院
間
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
い
っ

た
効
果
を
上
げ
る
の
か
も
楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ハ
ワ
イ
研
修
を
終
え
て

四
階
病
棟
　
西
岡
葉
子

ま
だ
秋
の
気
配
も
見
え
な
い
九
月
。
師
長
よ
り
手
招
き

さ
れ
、
つ
い
に
来
ま
し
た

『
ハ
ワ
イ
研
修
』
参
加
指
令
。

二
つ
返
事
で
丁
重
に
お
断
り
を
し
た
私
で
す
が
、
同
僚
の

必
死
の
説
得
と
、
先
輩
や
師
長
さ
ら
に
は
西
村
前
看
護
部

長
か
ら
も
説
得
さ
れ
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
。

初
め
て
の
海
外
に
胸
を
躍
ら
せ
♪
到
着
し
た
ハ
ワ
イ
の

は
ず
が
、
顔
は
青
白
く
テ
ン
シ
ョ
ン
も
最
低
。
飛
行
機
と

観
光
バ
ス
に
酔
い
潰
れ
、
災
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

気
を
取
り
直
し
て
の
二
日
目
研
修
日
。
ま
ず
、　
ハ
ワ
イ

で
は
虫
垂
炎
の
日
帰
り
手
術
が
六
百
万
円
と
聞
き
び

っ
く

り
仰
天
ノ
。
さ
ら
に
理
事
長
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い

た
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
シ
ョ
ー
。
こ
れ
ぞ
肉
体
美
ψ
と
思
わ
れ

る
方

々
が
目
の
前

で

・
・
・
ψ
。
驚
愕
と
感
動
の
二
日

目
で
し
た
。

研
修
が
終
わ
れ
ば

ハ
ワ
イ
を
満
喫
。
寝
る
時
間
を
惜
し

ん
で
最
大
限
に
楽
し
み
ま
し
た
。
な
か
に
は
人
命
救
助
に

携
わ
っ
た
人
も
い
て
、
さ
す
が
織
田
病
院
ナ
ー
ス
ー
と
感

激
。
ま
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
、
全
員
プ
チ
仮
装
で
町
を
歩

き
回
り
ま
し
た
。

さ
て
充
実
し
た
ハ
ワ
イ
も
最
終
日
。
も
う
帰
る
だ
け
だ

と
思
え
ば
心
は
も
う
日
本
に
完
全
シ
フ
ト
。
味
噌
汁
と
ご

は
ん
を
食
べ
た
い
ね
。
な
ん
て
話
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

帰
宅
後
、
我
が
家
は
豚
汁
と
か
ら
揚
げ
。　
一
緒
に
参
加

し
た
妹
と
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
思
い
出
話
を
家
族
に
聞
か

せ
て
、
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
ハ
ワ
イ
研
修
が
無
事
終
了
。

初
日
か
ら
災
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
参
加
を
説
得
し
て
く
れ
た
方
々
、
そ
し
て
そ

の
間
、
協
力
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
に
感
謝
を
こ

め
て
、
”
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・。

ハワイ研修参加者 ↑

n

回

1

ヽ
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新
任
Ｄｒ
紹
介

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会

の
取
り
組
み

皮
膚
科
　
小
野
槙
子
‐

〔出
身
大
学

〔出
身
医
局

〔専
門
領
域

佐
賀
大
学
医
学
部

佐
賀
大
学
医
学
部
皮
膚
科

皮
膚
科

■

昨
年
十
月
ょ
り

織

田
病
院

に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ

い

て
お
り
ま
す
、
皮

膚
科

の
小
野
槙

子

と
申

し
ま
す
。
佐

賀
大
学

で
二
年
間

の
臨
床
研
修
を
終

え
、

同
大
学
皮
膚

科

に
入
局
し
、
も

う
す
ぐ

一
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年
九
月
ま
で
は
佐
賀
大
学

附
属
病
院
皮
膚
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
織
田
病
院
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
た
桑
代
先
生
と
交

代
で
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
織
田
病
院
で
は
主
に
織
田
洋

子
先
生
の
も
と
皮
膚
科
で
、
右
田
尚
先
生
の
も
と
形
成
外

科
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
時
期
は
ず
れ
な
転
勤

で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
と
て
も
良
く
し
て
頂

き
、
緊
張
し
つ
つ
も
楽
し
く
働
き
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皮
膚
科
の
外
来
に
は
毎
日
大
勢
の
患
者
さ
ん
が
皮
膚

の
悩
み
を
抱
え
て
受
診
さ
れ
ま
す
。
私
は
織
田
病
院
に
来

て
ま
だ
三
ヶ
月
し
か
経
過
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
じ
病
気

で
も
求
め
ら
れ
る
治
療
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
患
者
さ
ん
の

数
だ
け
治
療
法
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
で
す
が
、
皮
膚
病
で
悩
む
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
元
気
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

形
成
外
科
で
は
、
火

・
水
曜
日
の
午
前
中
の
外
来
と
、

木

。
金
曜
日
の
午
前
中
の
手
術
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
金
曜
日
の
午
後
に
は
入
院
の
褥
清
回
診

が
あ
り
、褥
清
治
療
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
皮
膚
科
の
私
が
形
成
外
科
の
領
域
に
触
れ
る

こ
と
の
出
来
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
、
少
し
で
も
多
く

の
こ
と
を
見
て
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
織
田
病
院
で
少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
小
さ
く
て
も
み
な
さ
ん
の
助
け
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
　
織
田
洋
子

患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
は
、
病
院
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
、
『６
Ｓ
活
動

（整
理

・
整
頓

・

清
掃

。
清
潔

。
し
つ
け

。
セ
ン
ス
と

を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
共
に
、
接
遇
の
基
本
で
あ
る

『笑
顔
と

挨
拶
』
の
徹
底
を
、
二
大
目
標
に
掲
げ
活
動
し
て
い

ま
す
。
特
に
６
Ｓ
活
動

へ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
十
四
年

の
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
よ
り
院
内
に
専
従
の
ハ
ウ

ス
キ
ー
パ
ー
を
配
置
し
、
徹
底
し
た
療
養
環
境
、
職

場
環
境
の
充
実

。
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

更
に
現
在
は
各
部
署
か
ら
な
る

「ピ
カ
ピ
カ
隊
」
を

結
成
し
、
定
期
的
に
院
内
巡
視
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
医
療
安
全
や
院
内
感
染
に
貢
献
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
病
院
ス
タ
ツ
フ
全
体
の
意
識

付
け
に
も
役
立
ち
、
６
Ｓ
活
動
が
当
院
の
文
化
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な

活
動
が
認
め
ら
れ
、
前
回
受
審
時
の
病
院
機
能
評
価

リ

ミ

に
お
い
て
は
、
療
養
環
境
部
門
に
お
い
て
最
高
評
価

の
５
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
『笑
顔
と
挨
拶
』
に
つ
い
て
は
、
「
ス
タ
ッ

フ
の
行
動
基
準
」
だ
け
で
は
な
く
、
「平
成
二
三
年

の
病
院
方
針
」
に
も
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

当
院
の
最
も
大
切
な
心
が
け
で
す
。
昔
か
ら
、
医
療

人
に
と
っ
て
最
高
の
お
し
ゃ
れ
は
笑
顔
と
言
い
ま
す

が
、
身
も
心
も
病
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ど

ん
な
に
高
い
医
療
技
術
や
看
護
よ
り
も
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の

『笑
顔
と
挨
拶
』
に
安
心
感
を
覚
え
、

癒
さ
れ
、
和
ま
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
私
た
ち
は
医
療

現
場
で
働
く
プ

ロ
と
し
て
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
と
も
、

『笑
顔
と
挨
拶
』
を
忘
れ
な
い
で
、　
三
百

「如
何
で

す
か
」
と
添
え
る
だ
け
の
心
の
余
裕
と
優
し
さ
を
持

ち
た
い
も
の
で
す
。
更
に
『笑
顔
と
挨
拶
』
は
ス
タ
ッ

フ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
重
要
で
す
。

す
れ
違

っ
た
時
、
知
ら
ん
顔
さ
れ
た
ら
、
い
い
気
は

し
ま
せ
ん
。
笑
顔
と
、
日
常
の
挨
拶
が
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
、
明
る
い
職
場
作
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

一
年
も
、
『
６
Ｓ
活
動
』
の
推
進
と
、

『笑
顔
と
挨
拶
』
の
徹
底
を
中
心
と
し
て
、患
者
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↑患者サービス向上委員会

一医
療
安
全
委
員
会
便
り
¨

～
靴
に
つ
い
て
～

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
　
一二
原
悠
輔

昨
年
十

一
月
に
当
院
売
店
で
靴
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。
高
齢
者
の
転
倒
の
約
四
〇
～
五
〇
％
は
履
物
が
原
因

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
つ
っ
か
け

・
ス
リ
ッ
パ

・

サ
ン
ダ
ル
な
ど
で
す
。
今
回
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
靴
選
び

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
つ
ま
先
が
地
面
か
ら
二

五
～
二

五

ｃｍ
持
ち
上
が
っ
て
い
る
こ
と

（ト
ゥ
・
ス
プ
リ
ン
グ
）
で
す
。

高
齢
に
な
る
と
前
胆
骨
筋

（足
の
先
を
上
げ
る
筋
肉
）
の
筋

力
が
低
下
し
、
下
腿
三
頭
筋

（ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
）
と
ア

キ
レ
ス
腱
の
柔
軟
性
が
低
下
す
る
た
め
つ
ま
先
を
十
分
に
持

ち
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
す
り
足

歩
行
と
な
り
転
倒
が
起
き
や
す
く
な
る
の
で
す
。
ト
ゥ
・
ス

プ
リ
ン
グ
に
よ
り
こ
の
す
り
足
歩
行
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
か
か
と
を
包
む
部
分

（月
型
）
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
衝
撃
を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

（ヒ
ー
ル
・サ
ポ
ー
ト
）
で
す
。
か
か
と
を
包
む
部
分

（月
型
）

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
靴
は
脱
げ
に
く
く
安
定
し
ま
す
。
そ

し
て
、
足
首
と
踵
と
の
ブ
レ
が
軽
減
し
前
方
へ
の
推
進
力
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
歩
行
の
安

定
性
が
向
上
し
ま
す
。

靴
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
患
者
様
や
知
人
な
ど
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

靴選びのポイント↑

・院外モニターチェック

ビカピカ隊 (■ 1回 火曜日 )

発表マナー向上への取り組み (毎 日)

↑一年間の取り組み

勝手に脱げない (甲 の郎分

をマジックテープなどで止 ■の璧襴造が足全体を

爪先がやや上方に反つて
る (つますきにくい)

(■ 嗜のようなゴムは危険 )

靴底が逍虔に乗 らかく

L
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今回は、昨年 10月 に就任された
徳田俊江看護部長にご登場いただきま

した。

看護部長)

看護部長)

看護部長)

織田病院の印象はどうですか ?

看護部長)将来構想がキチンとしていて、働きやすい病
院だと思います。
また、清掃が行き届いたきれいな病院ですね。
スタッフもみんな明るくて… (“ 笑 ")。

お生まれはどちらですか ?

福岡生まれの佐世保育ちです。

九州八県に住んでいたので、各県の訛りがあっ

てどこの出身 ?と言われていました (“ 笑 ")。

ご趣味はなんですか?

こう見えて園芸 (ガーデニング)、 果実酒作り。

料理も好きで野菜ジュースを使ってカレーを

よく作りますね。

今 1番行ってみたい所はどこですか ?

若い時にはよく旅行に行きましたよ。

今ね～ ?も う 1度行くなら屋久島かな ?

暖かい所が好き (“ 笑 ")。

今年の目標をお聞かせください。

教育体制は整っているけれど、内容を充実さ

せたいですね。
自信をもって働く看護師が増えてほしいです

ね。

看護部長)

これまで国立病院での勤務が長く民間病院での勤務は初

めてとのことでしたが、とても話し好きで、どんな質問に

も笑顔を絶やさず答えていただき、楽しいインタビューで

した。

(イ ンタビュアー 谷口、下田)

成
人
お
め
で
と
う
ノ

祐
愛
会
で
は
七
人
の
方
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

左
記
の
三
点
に
つ
き
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

①
成
人
を
迎
え
た
感
想
は
？

②
成
人
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

③
自
己
Ｐ
Ｒ

野
本
悠
里

栄
養
科
　
調
理
師

①
成
人
式
を
迎
え
て
、

や
っ
と
私
も
二
十
歳

に
な

っ
た
の
だ
な
と

実
感

し

て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
て
て
も

ら

っ
た
両
親
の
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
以
上
に
仕
事
を
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。
②
い
ろ
ん
な
人
と
楽
し
く
お
酒
を
呑
み
た
い
で
す
。
③

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
元
気
に
仕
事
に
遊
び
に
充
実
さ
せ
た

い
で
す
。

淵
野
希

栄
養
科
　
調
理
師

①
無
事
成
人
式
を
迎

え
る
事
が
で
き
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
周
り

の
方

々

の
支

え
が

あ
つ
た
か
ら
こ
そ
今

の
自
分
が
あ
る
と
思

う
の
で
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、　
一
社
会
人
と
し
て
責
任
を

持
ち
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。
②
い
ろ
ん
な
所
に
飲
み
に

行
っ
て
お
酒
に
強
く
な
り
た
い
で
す
。
③
元
気
だ
け
が
取
り

柄
な
私
な
の
で
”
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
楽
し
く

“
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
成
長
し
て
い
け
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
の
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
河
内
莉
彩

三
階
療
養
棟
　
介
護
士

①
早
か

っ
た
の

一
言

で
す
。
気
持
ち
は
ま

だ
十
七
才
で
す
。
②

買
い
物
も
し
た
い
し
、

旅
行
に
も
行
き
た
い
。

け
ど
、
や

っ
ぱ
り
呑

み
た
い
で
す
。
③
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご
し
て
行
き
た
い
で
す

田「
々
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

緒
方
恵
利
給
食
杜

①
成
人
を
迎
え
た
と

い
う
実
感
は
湧
き
ま

せ
ん
が
、
今
ま
で
以

上
に
責
任
を
も
っ
て
、

仕
事
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思

い
ま
す
。

②
友
達
と
か
と
行
っ
た
こ
と
の
な
い
所
に
旅
行
に
い
っ
て
楽
し

ん
で
み
た
い
で
す
。
③
健
康
第

一
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

ん
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す

を
も
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

③
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
工

溝
上
修
平三
階
病
棟

①
二
十
歳
に
な
る
と

時
間
が
過
ぎ
る
の
が

早
い
と
聞
く
の
で
充

実
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
い
で
す
。
ま
た
、

責
任
を
持

っ
て
仕
事

を
し
た
い
で
す
。
②
た
く
さ
ん
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ
と
が

で
き
た
ら
良
い
な
ぁ
っ
と
思
い
ま
す
。
③
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
山
瞳

四
階
病
棟

①
う
れ
し
い
で
す
。

少
し
は
落
ち
着
こ
う

と
思
い
ま
す
。
②
堂
々

と
人
前
で
お
酒
が
飲

め
る
歳
に
な
っ
た
の

で
、
飲
み
会
に
は
ガ

ン
ガ
ン
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

程
度
で

。
・
・
。
③
ま
だ
ま
だ
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

r7

田
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医
師
業
務
軽
減
の
た
め
の

「医
師
事
務
作
業
補
助
者
」

制
度
を
導
入
し
て

人
事
課
長
　
宮
崎
公
志

日
本
で
は
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
が
社
会
問
題

と
な
り
、
医
師
は
外
来

。
入
院
患
者
の
対
応
、
手
術
、

当
直
と
激
務
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
録
の
記
載
、

処
方
、
検
査
オ
ー
ダ
ー
、
診
断
書
作
成
な
ど
の
事
務

的
書
類
作
成
も
業
務
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

医
師

の
事
務
業
務
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
平
成

二
〇
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
「医
師
事
務
作
業
補

助
者
」
（以
下
医
局
秘
書
）
の
配
置
に
点
数
が
加
算
さ

れ
ま
し
た
。
当
院
で
は
常
勤
二
名
、
非
常
勤

一
名
で

ス
タ
ー
ト
し
現
在
は
常
勤
六
名
体
制
で
す
。

医
局
秘
書
導
入
か
ら
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

診
断
書
作
成
業
務
や
診
療

・
検
査
予
約
業
務
な
ど
医

師
の
負
担
軽
減
に
大
き
な
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
医
局
秘
書

へ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
十
分

で
な
い
た
め
、
医
局
秘
書
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
　

医

局
秘
書
に
は
、
医
師
法
、
薬
事
法
な
ど
の
法
令
や
看

護
師
レ
ベ
ル
の
医
学
知
識
が
求
め
ら
れ
、
オ
ー
ダ
ー

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
、
薬
剤
、

画
像
、
検
査
な
ど
幅
広
い
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識

・
技
術
習

得
を
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
か
が
大
き
な
問
題
と

↑医師事務スタッフ

まだ しの 医 で ツ現 あ が ム育 の りな

]‖ [言 ][:;苗 ]奮 II」 [
後
は
、
医
事
課
、
診
療
録
管
理
室
や
放
射
線
科
、
薬

局
な
ど
各
部
門
に
協
力
を
依
頼
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
研
修
を
行
わ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
資
格
、
診
療
情
報
管
理
士

な
ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
必
要
な
資
格
支
援
も
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
に
お
い
て
、
医
局
秘
書
は
新
し
い
職
種
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
発
展
途
上
の
職
種
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
医
師
の
事
務
作
業
補
助
は
非
常
に
重
要

で
大
き
な
将
来
性
を
秘
め
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

医
師
不
足
が
囁
か
れ
る
今
日
、
救
世
主
と
な
る
こ
と

を
信
じ

一
日
で
も
早
く
専
門
職
と
し
て
自
立
で
き
る

よ
う
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
う
あ
い
研
究
発
表
会

在
宅
サ
ー
ビ

ス
課
長
代

理
　
神
代
修

昨
年
十
二
月
十
八
日
、
恒
例
の

「第
１
５
回
ゆ
う

あ
い
研
究
発
表
会
」
が
嬉
野
温
泉

「大
正
屋
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
Ｑ
Ｃ
活
動
の
発
表
４
題
を

含
む
１
３
題
の
演
題
で
し
た
。

第
Ｉ
群

。
第
Ⅱ
群
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「患
者
様

・

利
用
者
様
の
高
齢
化
と
重
度
化
」
、
「患
者
様

。
利
用

者
様
中
心
」
、
「支
え
る
家
族
の
想
い
」
、
「私
た
ち
自

身
の
健
康
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
ス
タ
ッ
フ
教
育
」

で
し
た
。
私
た
ち
医
療
人

・
福
祉
人
に
と
っ
て
は
常

に
心
し
て
お
く
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

今
回
初
と
な
る
Ｑ
Ｃ
活
動
の
発
表
は
、
さ
ら
な
る

「サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ

ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ク
ル
名
で
の
発
表
で
し
た
。
Ｑ
Ｃ

活
動
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
の

活
動
や
発
表
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
講
演
は
、
以
前
当
院
に
も
勤
務
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
佐
賀
大
学
医
学
部
付
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
松
下
英
代
先
生
に
よ
る

「自
分
が
目
指
す
も

の
」
で
し
た
。
佐
賀
県
で
初
の
救
急
看
護
認
定
看
護

師
に
な
ら
れ
た
松
下
先
生
の
夢
に
向
か
う
実
行
力
に

感
動
し
、
「身
近
な
夢
を
も
つ
」
、
「
同
じ
夢
を
も
つ

仲
間
を
作
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
、
素

晴
ら
し
い
ご
講
演
で
し
た
。

塵長 神代 修

1 造影剤口れゼロを目指して
～減少への対策の為に～

塵長 菫松 かおり
la田南院 4贈瘤棟輛長)

崚口詢院 診崇技術部放射
"科昔原 祐平

2 「ととのいました ISPD助島管理 崚田病院 惨療技術部検奎,

古■ 圭信

3 唾液腺マッサージと保湿剤を活用した
口腔ケアの阻害因子について

崚口病院 看田部 3嗜病棟

満円 政美

4 Chm● Chd鮨 llge居宅 ゆうあい介口保険サービス

西日 寛子

1 手術室・
―
口師の弾性ストッキング着用による

下肢周囲径と足部愁訴の変化

住 宅サー ビス部凛長 )

崚口病院 手術センター

江口 芙美子

2 看護必姜度と看饉師の熟練度の関係について
～ナースコールの回数から考えるヽ

饉田輌院 ■●部4階南薔
吉村 彰手

3 看取りとしてのエンゼルクア
～家族にエンゼルケア参加を呼びかけて～

綸田膚院 看口

“

3階病棟

野中 智子

4 ツト泄ケアヘの取り組み
～スタッフの意鳳向上を目指して～

ケアコートゆうあい 1陪療養棟

石綸 "子

″ ′5日炒夕あι
'研
究男
=Fノ
特グラス

院長 西山 猥側

5 CPATを 使つてクアスタンフの主体性を引き出す方法

発表会進行案内

入院患者カルテ探しをなくそう

駁 ●田 籠
e田病院 看■部長)

(Team マルコ・
～
口 )  山田 のぞみ

2 ノンストップ回覧板
(■長 )

3 減らそう面会口害
～快適環境を提供 しよう～

QCサークル3

AKB(あっ !め斗 てヽき
'び
ょうしつ)4+1 崚口 薔和

4 院内迷子をなくす
～院内案内掲示板の改善～

(いぬのおまわりさん ) 谷口 黎樹

塵長 百村 羹枝子
(ケアコートゆうあい HER長 )

噛分が目指すもの
～救急看護認定看護師としての役割～

佐賀大学医学部付属病院  嗽命救急センター
救急看護認定看護師 松 ド 英代先生

理事長 n田 正遭

坂本 格●里
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学会 (研究会)・ 講演 (講義)・ 論文発表 (平成 22年 )

【学会 (研究会)細
◎医学関係◎

。第288回 日本内科学会九州地方会 (1月 30日 九
州大学医学部百年講堂)大串昭彦、坂田泰志、江口仁、
西山雅則、角田光子、朝長元輔、丼手康史、松永圭司、

福野裕次「胃粘膜下腫瘍様隆起で発見された腎動脈瘤

の1例」
。第 99回佐賀肝臓懇話会 (2月 26日 マリトピア)
丼手康史「C型慢性肝炎と肝細胞癌～定期的フォロー

アップの重要性～」
。第91回佐賀県皮膚科懇談会 14月 3日 ホテルニユー
オータニ佐賀)織田洋子「NSTと褥創対策チームの
連携による効果～院内褥創発生率の推移から～」
・第25回総合診療ケースカンフアレンス (5月 19日

マリトピア)朝長元輔「肺癌治療後に精神症状を呈
した症例」
。第 111回 日本耳鼻咽喉科学会 (5月 20日 仙台国
際センター)片岡和子、梅崎俊郎、小宗静男「耳鼻
咽喉科領域をカバーする検査/画像 /映像ファイリン

グシステムの音声喋下外来での活用」
・平成 22年第 2回佐賀県西部消化器勉強会 (5月 27

日 武雄杵島地区医師会)坂田泰志「高齢発症のアレ
ルギー性紫斑病」
。第289回 日本内科学会九州地方会 (5月 29日 大
分大学医学部)朝長元輔、坂田泰志、大串昭彦、井手
康史、松永圭司、福野裕次、福田佳代子、西山雅則

「シェーグレン症候群患者に合併したヘルペス食道炎

の 1例」
・第 92回佐賀県皮膚科懇談会 (8月 21日  ホテル
ニューオータニ佐賀)桑代麻希 「当院における帯状
疱疹の総 」
・平成 22年第 3回佐賀県西部消化器勉強会 (8月 26

日 武雄杵島地区医師会)松永圭司「進行胃癌様の形
態をとった早期胃癌 (m癌)の 1例」
・第290回 日本内科学会九州地方会 18月 28日 佐
賀大学医学部臨床講堂2階)内藤優香、坂田泰志、大
串昭彦、朝長元輔、井手康史、松永圭司、福野裕次、

福田佳代子、西山雅則 「高齢で発症したアレルギー
性紫斑病の 1例」/大串昭彦、坂田泰志、内藤優香、
朝長元輔、丼手康史、松永圭司、福野裕次、米満伸久、

西山雅則「薬剤性のcoLgenous∞ Lお の1例」
。第26回 日本耳鼻咽喉科漢方研究会学術大会 (10月

2日 東京∪DXカンフアレンス)柿添亜矢、栗山一
道 「舌炎に対する清熱補気湯の使用絢
。第 20回日本耳科学会 (10月 7日 松山市)高岩一貴、
小宗静男「耳硬化症の聴力像と画像評価」
。第90回 日本消化器内視鏡学会九州支部例会 (11月

12日  沖縄コンベンションセンター)朝長元輔、坂
田泰志、松永圭司、中野良、内藤優香、江口仁、大串

昭彦、井手康史、西山雅則、福田佳代子、水口昌伸「十二

指腸上行脚の原発性十二指腸癌の1例」/奥山桂一郎、
佐藤建、篠崎由賀里、坂田泰志、丼手康史、松永圭司、

森倫人「極めて稀な胃原発絨毛癌の1切除例」

・第 26回総合診療ケースカンフアレンス (11月 17

日 マリトピア)大串昭彦「網膜中′こ働脈分枝閉塞症
から脳使塞を発症した1例」
。第99回日本耳鼻佐賀県地方部会(12月 4日 佐賀祠
高岩一貴、片岡和子、柿添亜矢、織田正道「当科に

おける耳科手術統計」/柿添亜矢「エキス剤を使った
清熱補気湯の使用紬
。第 93回佐賀県皮膚科懇談会 (12月 11日  ホテル
ニューオータニ佐賀)小野槙子「妊婦に生じた無症候
性紅斑の一例J

◎看護。介護・リハ・放射線・福祉・栄養食事・事務部・健診関係◎
。第 9回佐賀 NS丁研究会 (1月 30日 マリトピア)
牛島久美子「NMと褥着対策チームの連携による効果
～院内褥清発生率の推移から」
。第 8回医療マネジメント学会佐賀地方会 (2月 6日

佐賀市アバンセ)JU‖操子、久富久美子、下田尚子、

前 ||ゆみこ、井手康史「インターフェロン患者のうつ

症状の早期発見～SDSを活用して～」/田島まり子、
原和行、江口利信、西村美枝子「退院支援の効果の検

証一退院支援アンケート結果よリー」
。第 5回鹿島・藤津地域リハネットワーク研究会 16

月9日 鹿島市エイブル)一ノ瀬英治「慢性心不全
の心臓リハビリテーションについて」

・第 12回 日本医療マネジメント学会学術総会 (6月

12日 札幌コンベンションセンター)牛島久美子、
佐藤建、大串昭彦、右田尚、江口仁、辻由香里、松尾

加奈子、前川ゆみ子「NWと褥清対策チームの連携に
よる効果丁院内褥清発生率の減少を目指して」

・平成 22年度佐賀県放射線学術大会 (6月 20日 ホ
テル龍登園)坂田善和「当院における放射線機器管理
の見直し」/安部伸和「放射線科における医療安全に

関する取り組みと今後の課題」

・佐賀県栄養士会シンポジウム「栄養サポートチーム

の専従を目指して」7月 31日 佐賀県看護協会 )
牛島久美子「当院のNSr活動」
。第 57回日本栄養改善学会学術総会 (9月 11日 女
子栄養大学)牛島― 、辻由香里「食事に対する患
者満足度の向上を目指して～入院時食事聞き取りの実

施～」
・第 8回志田病院研究発表会 (9月 25日 鹿島市工
イブル)山下のぞみ「在宅復帰に向けての当院での関
わり」
・全国認知症グループホーム大会 (9月 27日 東京
ベイホテル東急)峯みちる「介護士の主体性をひきだ
すケアカンフアレンス」
。第 52回全日本病院学会 (10月 10日、11日 神戸
国際会議場)中村典弘、中村知弘、坂本祐香里、宮崎
公志「事務部門におけるB∝ 導入による成果」/安
部伸和、坂田善和「放射線科における医療安全に関す

る取り組みと今後の課題」 /牛島久美子、辻由香里、
森田智美、清原英之「栄養補助食品の形態の検討 ～
メイバランスフルーチェの導入～」/田島まり子、西

村美枝子「当院の退院支援の現状と課題」/ 岡博
子、前田美恵子、原崎真由美、西村美枝子「看護必要

度評価に関する病棟教育の実際」/野中智子、江口富
士子、草場圭子、河口千晴、西村美枝子「シヤワー浴

を取り入れたエンゼルケアー～看護師が関わる最後の

ケア～」
・佐賀県介護老人保健施設協会職員研修会 (10月 28

日 佐賀市文化会館)山ロリカ、山本由希、吉田理衣、
栗山礼子、池田亮子 R誤畷性肺炎を繰り返す利用者様

への口腔ケア」
。日本医療マネジメント学会第 9回九州・山口連合大

会 (11月 5・ 6日 佐賀市文化会館)牛島久美子、佐
藤建、大串昭彦、右田尚、河口千晴「褥着患者に対す

るNr介入の効果」/池田典子、伊山明宏、江口利信、
田島まり子、小柳まゆみ「4年間の「外来フォローアッ

プシステム」を振り返って」 /重松かおり、井手員
由美、西村美枝子、伊山明宏「転倒・転落事故予防対

策の効果～環境パトロールによる安全管理と職員教育

～ 」/田島まり子、原和行、江口利信、西村美枝子
「当院における退院支援の取り組みを振り返って」
。全国介護老人保健施設 h岡山大会 (11月 11日 ホ
テルグランヴィア岡山)石橋優子、栗山礼子 聰泄 ケ
アヘの取り組み」
・佐賀県理学療法士南部地区症例検討会 (11月 14日

武雄杵島地区医師会)三原悠輔「COPD、 慢性′こ不
全を呈した症例」
・第 5回九州放射線医療技術学術大会 (11月 20日

崇城大学市民ホール)坂田善和「当院における放射線
機器管理の見直し」
・日all症ケア学会東北地域大会(12月 1日  アイー
ナいわて県民情報交流センター)Jり ‖英俊「介護士の

主体性をひきだすケアカンフアレンス」
。佐賀県認知症グループホーム実践報告大会 (12月

10日佐賀県教育会館)峯みちる「スタッフのやる気
とプロ意識をひきだす方法」

嗣

◎医学関係

・唐津漢方講演会 (2月 16日 唐津地域総合保健医
療センター)柿添亜矢「耳鼻科領域の漢方治療」
。第24回鹿島市みんなの集い (3月 14日 鹿島市民
会館)井手康史「糖尿病について」
・西部耳鼻科医会 (5月 13日 佐賀市)高岩一貴「好
酸球性中耳知
・西部耳鼻科医会 (10月 14日 佐賀市)
片岡和子「喉頭ストロボスコピーの有用性について」
。平成22年度第 1回栄養士研修会 (10月 21日 織
田病院6Fセ ミナー室)織田洋子「食物アレルギーに
■)い 1[」

・鹿島市乳癌予防研修会 (11月 5日 鹿島市エイカレ)
伊山明宏「もっと知ってほしい !乳癌のこと」

◎看護・福祉関係◎

・日総研セミナー (6月 26日 福岡センタービル)
田島まり子「リエゾンナース配置による退院支援の取

り組み」
。日総研セミナー (7月 10日  日本橋ビジネスセン
ター)田島まり子「リエゾンナース配置による退院支

拘
・滝山病院退院支援研修会 (7月 11日 滝山病励
田島まり子「当院における退院支援の取り組み」

・佐賀県看護協会研修会 (8月 11日 佐賀県看護協会)
田島まり子「退院調整における看護師の役割」
。日総研セミナー(8月 21日 愛日病院)田島まり子「リ
エゾンナース配置による退院支援」

・佐賀中部広域介護支援専門員協議会神崎ブロック研

修会 (9月 10日 千代田町保健センター)江口利信「医
療連携について NSヽVからケアマネジャーに求めるも

のJ
。武雄地区医療連携看護研修会 (9月 29日 武雄杵
島地区医師会)江口利信「地域連携室を上手に活用す
るために」

闘

◎医学関係

・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義 (4月

13・ 20・ 27日)織田洋子「人体のしくみ働き下皮膚科」
・佐賀大学医学部医学科3年生14月 26日 )西山雅則「地

域高齢者医療一介護と在宅医療」

・佐賀県立看護学院保健学科講義 (6月 8日 )西山雅
則「地域医療と高齢者保健指導J

◎看護・福祉関係◎

・佐賀県産業技術学院講義 (1月 29日、2月 5日、7

月 16・ 20日 )江口利信「介護における社会福祉援助
技術」、「社会福祉援助活動の基礎理解J

・鹿島藤津地区医師会看護高等専修学校講義 14月

16・ 23日)江口利信「保健 。医療・福祉のしくみ」
。嬉野医療センター附属看護学校講義 16月 9。 23日、

7月 7日、9月 8。 15。 22日 )イ療 ヒロ子「在宅看護論」

【論文・著書】
。坂田泰志、江口仁、大串昭彦、朝長元輔、松永圭司、

坂田祐之、藤本一員、水口昌伸 :胃粘膜下腫瘍様の形

態で発見された腎動脈瘤の1例 日本消{器がん検診
報 β 6)′362366,2010
。西山雅則在宅医療を支援するための当院の取り組み

日臨内科医会誌 25161′1642010
。田島まり子リエゾンナース病棟配置による退院支援

と病棟看護師教育 地域連携β (2)′162a2010
。田島まり子退院調整の日  々ナーシング・ツウデイ、
2315)メ■2010
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ブ
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院
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書
室
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・
苫
米
地
英
人
著

「生
と
死
の
取
り
扱
い
説
明
書
」

ｋ
ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

一
一〇

一
〇

科
学
は
死
を
正
確
に
定
義
で
き
な
い
。
宗
教
は
妄

想
。
で
は
、
私
た
ち
は
死
を
ど
う
捉
え
れ
ば
い
い
の

か
―
。

本
書
の
オ
ビ
に
書
か
れ
た
こ
の
書
き
出
し
に
惹
か

れ
て
手
に
取
り
ま
し
た
。
脳
機
能
学
者
で
あ
り
、
日

本
仏
教
界
で
の
僧
籍
も
持
つ
と
い
う
著
者
の
科
学
と

仏
教
い
ず
れ
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
生
死
感
を
わ
か
り

や
す
い
言
葉

・
論
理
で
上
梓
し
て
あ
り
ま
す
。
難
し

い
方
程
式
も
で
ま
す
が
理
解
す
る
必
要
は
な
い
み
た

い
で
す

（理
解
で
き
な
い
が
正
解
で
し
ょ
う
か
）
。

「宗
教
は
死
の
専
門
家
」
、
「生
物
学
的
に
死
を
定

義
す
る
」
、
「自
分
と
は
何
か
」
。
「免
疫
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
自
我
」
等
々

「死
」
を
科
学
や
宗
教
あ
ら
ゆ

る
方
向
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
。
「
死
」

を
考
え
る
こ
と
が
よ
り
よ
い

「生
」
を
生
き
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
漠
然
と
し
た

「死
の
世
界
」
。

解
ら
な
い
か
ら
恐
怖
を
覚
え
る
。
死
に
つ
い
て
理
解

し
た
ら
消
え
て
い
く
恐
怖
感
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
え
ま
し
た
。

人
生
の
最
終
目
的
地
は
明
ら
か
に

「死
」
で
あ
る

と
著
者
は
言
い
ま
す
。
で
も
、
人
生
の
目
的
は
最
終

地
点
に
た
ど
り
着
く
こ
と
で
は
な
く
ド
ラ
イ
ブ
と

一

緒
で
そ
の
行
程
を
楽
し
む
こ
と
。
人
生
の
目
的
は
「人

生
を
生
き
る
こ
と
」
と
い
う
、
言
わ
ば
当
然
の
こ
と

に
た
ど
り
着
か
せ
る
た
め
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
的
な

一
冊

で
す
。

（四
階
病
棟
主
任
　
ユ馴
田
美
恵
子
）

新
着
図
書

・池
上
直
己
著

「ベ
ー
シ
ッ
ク
医
療
問
題

〈
第
四
版
と

日
経
文
庫
　
一
一〇

一
〇

。
安
保
徹
著

「疲
れ
な
い
体
を
つ
く
る
免
疫
力
」

三
笠
書
房
　
一
一〇

一
〇

・
カ
ー
ル

・
ジ
ン
ジ
ヤ
ー
著
、
矢
野
真
千
子
訳

「大
腸
菌
～
進
化
の
カ
ギ
を
握
る
生
命
体
～
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
　
一
一〇
〇
九

嬉
野
市
の
西
部
に
あ
る
豊
玉
姫
神
社
は
、
室
町
時

代
よ
り
竜
宮
城
の
乙
姫
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
豊
玉

姫
を
祭

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
容
姿
は
大
変
美
し
い
神

様
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
神

社
の
池
に
大
な
ま
ず
が
す
ん
で
い
た
事
か
ら
、
境
内

に
は

「な
ま
ず
社
」
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
社

の
近
く
に
は
古
く
か
ら
の
源
泉
も
あ
り
、
旅
館
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
お
湯
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
多
く

含
む
重
曹
泉
で
、
皮
脂
や
分
泌
物
を
乳
化
し
て
洗
い

流
し
つ
る
つ
る
の
美
肌
に
し
て
く
れ
ま
す
。
白
な
ま

ず
様
の
美
肌
の
ご
利
益
に
あ
ず
か
ろ
う
と
、
元
旦
か

ら
多
く
の
女
性
観
光
客
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

二
月
に
は
う
れ
し
の
あ
っ
た
か
ま
つ
り
の
会
場
の

一
つ
と
な
り
、
百
句
百
灯
の
灯
籠
、
郷
土
芸
能
の
面

舞
笠
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
幻
想
的
な
夜
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
温
泉
湯
豆
腐
に
ふ
る
ま
い
酒
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
立
ち
寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
（う
れ
し
の
あ

っ
た
か
ま
つ
り
は
平
成
二
十
三

年

一
月
二
十
九
日
～
二
月
二
十
日
ま
で
で
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〓
ｆ
ヽヽ
超
選
ゴ
‘
”
‐電
①
詈
【８

８
ヨ
ぉ
けキ
い
いヽコ
８
ｘ
・〓
日
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

（リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
一
ノ
瀬
英
治
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

は
元
旦
か
ら
雪
と
な
り
、
平
年
に
な
い
寒
波
が
続

い
て
い
ま
す
。
仕
事
始
め
で
の
理
事
長
の
お
話
に

あ

っ
た
よ
う
に
今
年
は
医
療
か
ら
介
護

へ
の
連
携

が
、
医
療

・
介
護
の

一
体
化

へ
の
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
そ
う
で
す
。
昨
年
は
、
病
院
機
能
評
価
に

お
い
て
全
国
で
最
高
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
事
か

ら
始
ま
り
、
カ
ピ
オ
ラ
ニ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（米
国
・
ハ
ワ
イ
州
）
の
国
際
姉
妹
病
院
と
の
提
携
、

ハ
レ
ル
ヤ
隊
の
復
活
、
病
院
の
ピ
カ
ピ
カ
隊
の
発

足
と
活
動
的
な

一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ケ
ア
コ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
ゆ
う
あ
い
が
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
後
、

更
な
る
介
護
分
野
で
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
院
内
報
も
病
院
と
ケ
ア
コ
ー
ト

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
る
も
の
に
な

っ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
活
動
が
あ

っ
て
色
々

な
記
事
を
書
く
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
一
ノ
瀬
英
治
）

(8)

『豊二姫神社』

嗣
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